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プロジェクトの管理方法

• プロジェクトを整理すると、MakeCodeエディタの
ホーム画面が分かりやすくなります。

ここをクリックすると

プロジェクトの
削除や複製など、
整理ができます



プログラムファイルの管理方法

• たとえば、デスクトップに「マイクロビット」フォル
ダをつくり、完成したプログラムファイルだけをそこ
に保管するようにすると、あとからでもプログラムを
さがしやすくなります。

自由研究など、
同じ内容で長期
にわたって改良
しつづける場合
は、ファイル名
に日付などをつ
けると管理しや
すくなります



マイクロビットのセンサー

• マイクロビットには、いろいろなセンサーがついてい
ます。
• 温度センサー：温度を調べます。

• 光センサー：明るさを調べます。

• 加速度センサー：かたむきや速度の変化（加速度）を調べ
ます。

• 地磁気センサー：方角や磁力を調べます。

• タッチセンサー：端子にタッチしているかどうかを調べま
す。

• 今回は、マイクロビットのセンサーを使ってみます。



温度センサー

• 温度を調べます。

• 温度センサーはプロセッサーの中に入っています。

• マイクロビットを使っていると、プロセッサーは少し
あつくなります。そのため、温度センサーの値は実際
より少し高めになります。

• 以下のブロックをつかいます。
• 「入力」の「温度（℃）」



光センサー

• 明るさを調べます。

• マイクロビットのおもて面にあるLEDが、光センサー
もかねています。

• マイクロビットを手でおおったり光に当てたりすると、
明るさが変化します。

• 「0（暗い）」～「255（明るい）」の範囲で値がか
わります。

• 以下のブロックをつかいます。
• 「入力」の「明るさ」



加速度センサー

• マイクロビットのかたむきや、マイクロビットをゆら
したり落としたりしたときの速度の変化（加速度）を
調べます。

• 前後方向のかたむきを「ピッチ」、左右方向を「ロー
ル」といいます。

• 以下のブロックをつかいます。
• 「入力」の「ゆさぶられた とき」

• 「入力」の「加速度 X」

• 「入力」の「ゆさぶられた 動き」

• 「入力」＞「その他」の「傾斜（°）ピッチ」



地磁気センサー（コンパス）

• 方角を調べます。磁石を近づけたときの磁力を調べる
こともできます。

• 方角は「0」～「359」の範囲で値がかわります。真
北が「0」、真東が「90」、真南が「180」、真西が
「270」です。

• 以下のブロックをつかいます。
• 「入力」の「方角（°）」

• 「入力」＞「その他」の「磁力（μT）X」

• 「入力」＞「その他」の「コンパスを調整する」

✓地磁気センサーを使うときは、最初に調整する必要があり
ます。「最初だけ」に「コンパスを調整する」を入れます。
画面に点が表示されるので、マイクロビットをかたむけて
すべてのLEDをひからせます。



タッチセンサー

• 入出力端子をタッチしているかどうかを調べます。

• 右手で「GND」をさわった状態で、左手で入出力端子
をさわると、タッチしていることがわかります。

• 以下のブロックをつかいます。
• 「入力」の「端子 P0 がタッチされたとき」

• 「入力」の「端子 P0 がタッチされている」

• 「入力」＞「その他」の「端子 P0 がタッチされなくなった
とき」

✓タッチセンサーは感度がわるく、タッチしても反応しない
場合があります。



タッチセンサー（つづき）

• タッチセンサーは、人間の体だけでなく、端子とGND
の間に電気が流れているかどうかを調べることもでき
ます。

つながっているはなれている



拡張機能について

• 演習の前に「拡張機能」について説明します。

• MakeCodeエディタには「拡張機能」というものがあ
ります。拡張機能をつかうと、特別な機能のブロック
を追加することができます。

• ここでは「2けたの数字を表示」するための拡張機能
をつかってみます。
• 「高度なブロック」の「拡張機能」をクリックします。

• 検索ウィンドウに「font」と入力します。

• 表示された中から「WhaleySansFont」をクリックします。

• ブロック一覧に「WhaleySans Font」があらわれます。

• 「 WhaleySans Font」 の「show a whaleysans
number」で2けたの数字を表示できます。



WhaleySans Fontについて

• 「WhaleySansFont」をつかうと、5 x 5のLEDで2け
たの数字を表示することができます。

• 「最初だけ」の中に「基本」の「数を表示」を入れ、
値を「10」にして、シミュレータで動作を確認してみ
てください。数字がスクロールしていきます。

• 「数を表示」を「show a whaleysans number」に
おきかえ、値を「10」にして、シミュレータで確認し
てください。数字がスクロールせずに表示されます。

1 2 3 4 5 6 7 8 9 0



演習１（温度センサー）

• 1秒に1回、温度を調べて表示するプログラムをつくっ
てください。

• WhaleySans Fontをつかって、2けたの数字で表示し
てください。

プログラムができたら、マイクロビットに書きこんでください

温度を調べて表示

一時停止（1000ミリ秒）

ずっとくりかえし



演習２（光センサー）

• 1秒に1回、明るさを調べて表示するプログラムをつ
くってください。
✓調べた値は「変数」に入れます（あとで変更するため）

• 明るさが100以上だったら「99」と表示してください。

• WhaleySans Fontをつかって、2けたの数字で表示し
てください。

プログラムができたら、マイクロビットに書きこんでください

ずっとくりかえし

明るさを調べて変数に入れる

変数の値が100以上なら99にする

変数の値を表示

一時停止（1000ミリ秒）



演習３（加速度センサー）

• もし、「傾斜（ロール）」が
① 15°以上なら「→」を表示する

② -15°以下なら「←」を表示する

③ それ以外なら表示を消す

プログラムをつくってください。

プログラムができたら、マイクロビットに書きこんでください

ずっとくりかえし

もし 条件① なら

でなければもし 条件② なら

でなければ

→を表示

←を表示

表示を消す



演習４（地磁気センサー）

• もし、「方角」が
① 45以上で かつ 135より小さければ「E」

② 135以上で かつ 225より小さければ「S」

③ 225以上で かつ 315より小さければ「W」

④ それ以外なら「N」

を表示するプログラムをつくってください。

プログラムができたら、マイクロビットに書きこんでください

ずっと
くりかえし

最初だけ

コンパスを調整する
もし 条件① なら

でなければもし 条件② なら

でなければもし 条件③ なら

でなければ

Eを表示

Sを表示

Wを表示

Nを表示



演習５（タッチセンサー）

• もし、端子「P1」に
① タッチされていたら「えがおアイコン」を表示

② タッチされていなければ表示を消す

プログラムをつくってください。

プログラムができたら、マイクロビットに書きこんでください

ずっと
くりかえし

もし 条件① なら

でなければ

アイコンを表示

表示を消す



演習５（タッチセンサー）つづき

• タッチセンサは感度が悪いので、タッチしても認識さ
れないことがあります。そのため「ワニ口クリップ」
を使って動作確認してください。

• マイクロビットの「3V」端子と「GND」端子が
ショートするとこわれる可能性があるので、ワニ口ク
リップを使う場合は、あらかじめ「3V」端子をテープ
などでふさいでおいてください



演習１（温度センサー）～作成例



演習２（光センサー）～作成例



演習３（加速度センサー）～作成例



演習４（地磁気センサー）～作成例



演習５（タッチセンサー）～作成例



もしも時間があまったら

• センサーをつかった他のプログラムにも挑戦してみま
しょう。
➢マイクロビットをゆさぶったら、5秒間だけ温度を表示する

➢明るくなったら10秒後に音をならす（冷蔵庫あけっぱなし
アラーム）

• 他にもいろいろ試してみましょう。
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